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はじめに  

「探究的な学び」や「探究学習」は、昨今の教育情

勢を最も象徴するキーワードの一つである。2018 年改

訂の高等学校学習指導要領では、従来の「総合的な学

習の時間」が「総合的な探究の時間」へと変更され、

教科横断的・探究的な活動の実施が一層強調された。

探究重視の傾向は教科学習でも同様であり、「古典探

究」「日本史探究」「理数探究」といったように、その

名称に探究を含む科目が複数新設された。さらに 2021
年 3 月の経済産業省による「STEAM ライブラリー」

の創設に象徴されるように、各教科での学びを実社会

での問題解決に生かしていく教科横断的な教育として、

STEAM 教育への関心も高まっている1。 

 上述の政策動向の展開と相まって、特に高校段階に

おける探究学習の実践は急速に展開し、その形態も多

様なものとなっている。総合学習や探究学習の起源と

展開には、(1)大正自由教育期の合科学習や戦後のコ

ア・カリキュラム運動（経験主義）を源流とする問題

解決志向のもの、(2)戦後現代化期の学問中心カリキュ

ラム（系統主義）の下で隆盛した科学的研究志向のも

のの二項対立的な二つの潮流があると指摘される2。た

だし近年では、地域の課題解決のための探究活動（サ

ービスラーニング）を重視したもの3、教科学習におい

て探究的な学びを追求したもの4など、上述の二つの潮

流には解消されない探究学習の実践も行われている。

教育学研究においては、こうした多彩な探究カリキュ

ラム5の実践様相を、カリキュラム研究の蓄積に照らし

合わせて整理することが求められているといえよう。 
 本稿では、そのような研究の基礎作業として、その

特徴的な探究カリキュラムが近年注目を集める広尾学

園中学校・高等学校の医進・サイエンスコースの実践

に着目する6。広尾学園は、東京都港区南麻布にある中

高一貫の私立学校である。同校は、順心女学校（1918
年設立）を起源とし、2007 年に共学化して広尾学園に

改称、それに合わせて大規模な学校改革・カリキュラ

ム改革が行われた。改革前は定員割れに近い状況であ

った同校は、現在、都内屈指の人気校となっている。

同校には、医進・サイエンスコース、インターナショ

ナルコース、本科コースの 3 つが設置されている。本

稿が注目するのは、医進・サイエンスコース（以下、

医サイ）での実践である。医サイ実践では、中学校約

120 名、高校約 190 名の生徒に対し、20 名前後の教師

陣が指導にあたる手厚い体制がとられている。 
 本稿が医サイに着目する理由は、主に医サイの探究

カリキュラムが有する特殊性による。後述するように、

医サイの探究カリキュラムの最大の特徴は、そのカリ

キュラム編成原理が経験主義に類似する一方で、カリ

キュラムのコアには、「研究活動」（学術）が位置する

ことにある。このようなカリキュラムのあり方や可能

性を探ることは、先述の先行研究が示した二項対立を

捉え返す上で、重要な示唆を与えうると考えられる7。 

 よって本稿では、医サイの探究カリキュラムが目指

す理念に着目して、(1)「研究活動」を核とするカリキ

ュラム編成の構想と展開、その特質を浮き彫りにし、

(2)それをカリキュラム論史の展開に位置づけること

で、その意義や課題を明確化することを目的とする。 

 以上の目的を達成するために、我々は、2 日間にわ

たる医サイへの訪問調査と医サイの統括長木村健太氏

を対象とした追加の半構造化インタビュー調査を実施

した。現地の訪問調査は、2021 年 10 月 30 日と 11 月 1
日に行った。追加のインタビュー調査はオンライン

（Zoom）にて 2022 年 2 月 19 日に実施した。録音の許

可を得てからインタビューを進め、インタビュイーの

固有名を付したデータの使用・引用許諾を得た。 
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 なお、木村氏は医サイのカリキュラム編成を主導し

た人 である。したがって、医サイの考え方について

の木村氏の りを することで、医サイのカリキュ

ラムが目指す理念を浮き彫りにすることができる。 
 

1   

本 では、医サイでどのような「研究活動」が展開

されているのか、「研究活動」をコアとしてどのような

カリキュラムが構想されているのかを明らかにする。 

1  に  

ま 、研究活動を とした医サイの探究カリキュラ

ムを しよう。制 上、研究活動は、「理数研究」と

いう 自科目の中で、 1 コ 行われる（中学では、

「総合的な学習の時間」、高校では、「科学と人間」の

科目として実施）。ただし、こうした正課時間内に ま

ら 、 課後や 業前、 の時間を活用し、本

的な研究設 を えるサイエンスラ に を運び、研

究活動に む生徒も多い。中学段階では約 3人の ー

ムで 1 つの ー を研究し、高校段階では 1人で 1 つ

の ー に り む生徒が多い。一 に、1 人の教師

が学年を えて約 つの研究 ー を する。 
研究活動は、各 ームが 自の 化や リュー を

つ つの ーム（ 、 、 化学、理論 理、

数論、現象数理）に かれて行われる。これら各 ー

ムは、さながら大学の研究 の様相を びている。一

を て よう。 ームは、ES・ S 研究

ームと ラナリア研究 ームに かれている。前

は ES や S を医 、生 科学に 用するた

めの基礎研究に り でおり、後 は 体の 生

能を つ生 、 ラナリアを使って生 現象の カニ

ム解明に でいる。生徒が設定した 体的な研究

ー としては、たとえ 、「 化の進 だ からの

S 作 進へのア ー 」や「 ラナリ

アにおける TE Tタン 質の 現 ターン解 と

得 カニ ムの解明」といったものがある。 
このような研究活動の成 は、年に一 3 月に開 さ

れる「研究成 会」において される。 会

は、1 年の研究活動の イルス ーンとして、研究の

総括を行う である。そこでは、主に スター と

が行われ、 や新 生から大学関 や

研究 まで多数 加する。その様 はいわ ニ学会

のようで、時には しいコ ン や質問が び う。 

(1)  

 医サイにおける研究活動の特徴的な は、 学年

合で研究活動が行われている である。ま 、生徒た

が む研究活動の 年間を に ていこう。研究

活動に を れる中学 年生は、 活動の

のように、各 、 つの ームに順に していく。

それ れの ームを一 り体験し、各 ームの リュ

ーを理解した後、どの ームに するかを決める。 

 中学 2 年生からは、自 の研究 ー に り

める。研究 ー の定め方や研究活動の進め方が か

らないときは、先 生徒や教師から アド イスを

もらいながら、研究活動に 戦していく。 
中学 3 年生になると、多くの生徒が自らの研究 ー

や研究手 を固めていく。また、後 の研究を手

うことや、自 の研究を後 に かりやすく 明する

ことも求められるようになる。 会では、 て

の生徒が、3 年間の集大成となる を行う。 
 高校 1 年生になると、教師や の生徒と しなが

らも、各生徒が自立して研究活動を行うことができる

ようになっていく。高校段階では、成 会での

スター は 員が行えるものの、 は

ての が行えるわけではない。このシス ムは、

さながら査 のような様相を びている。このことが

示唆するように、高校段階では研究活動の成 に質が

求められる。高校 2・ 年生では、研究活動は完 に

任意の活動となるが、多くの生徒が継続して り む。 
 ただし、各学年で研究活動への り の様 が大

きく なる訳ではない。この について木村氏は、「研

究活動では、学齢は と ど関 ないと思っている。

ある程 の イルス ーンは意識しているが、学齢は

あまり気にしていない」「本 は ラスを ぜたい。研

究活動ではどっ が上とかはない」という。実際、医

サイのフ アでは中学と高校の教 が 合に設けられ

ている。このように 学年 合で研究活動に り む

が、医サイ実践の特質の一つである。なお、学年次

の イルス ーンを意識しつつも、 学年 合で活動

する は、 活動をアナ ジーに考えると捉えやすい。 
  

医サイ実践の次なる特質は、 特な目的・目標 や

リューを有している である。医サイでは、知識や
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能の習得が 要としつつも、それ自体を教育の目的

としていない。この について、木村氏は「 の

も えを知らない問題へどうア ー するか」、その

方 を考え っていく を うことが最も重要で

あると る。また、木村氏はこのような について「学

校の を えて人生 ルで 可能なもの」と

明する。そして「医サイらしさ」を、「新しい を

つくる。今を前 としない リューを考える」ことに

あると る。また、医サイが有する学校 に関しては、

木村氏は、「そもそも、生徒は 手に育つという考え方

なので、人 育成をしているつもりはない。むし

を作ることに注 している。人を育てるのではなく、

を育てるという考え方を大 にしている」と る。

「学校という は、今の社会に 合させるような

だとは思っていない。学校は 来を作る だと思

っている。どうやって 来を どもた と一 に作っ

ていけるかということを に考えている。私た 教師

が知っていることは でも教える。 々なことをいっ

い生徒た と考えていきたい」という。 
 以上のような医サイの目的 、目標 、 リューは

どのような経 で生まれたのか。木村氏によれ 、設

立 、「大学では研究しているのに、高校まではそう

いうことをやってない。 験のためだけに 強してい

る。 の意 があるのだ うか」という問題意識があ

ったという。この問題意識を として、中高生が

本 的に学問や研究に り めるような研究活動を

としたカリキュラムを作ることが目指された。一方、

木村氏は「大学の先 りをする気は くない。ただ、

研究 ー を考える、決めるという 程が めて大

だと思う。これは学術だけに った ではなくて、社

会生活やビジ スにおいても活きてくる。 想を知っ

てもらいたい。大学と って成 はいらないと思って

いる。その 程で知ることこそが大 。与えられたも

のをやるのではなくて、自 で作り す経験を行うこ

とでそれが可能になる」とも っている。 

 
 め  

(1) に  

次に、前 で した医サイの研究活動を教師た

がどのように実施し、生徒を指導する上で を重視し

ているのかを ていこう。ま は、研究 ー 設定時

の指導方 に関してである。 、中等教育段階の探

究学習では、生徒の 人的な ・関心に 合した研

究 ー を自由に する 合が多い。 方、医サイ

では、 する研究 ームの研究蓄積と 人的な

・関心をすり合わせた上で、 定的な領域で研究

ー を設定することが求められる。木村氏は「そうし

なけれ 研究指導ができないというのが正 なとこ 。

先生の のこと ないと。 中 たとえ 、 は

フ ールドワー の手 とかはわからない、でも

的なことならできる。 らができることに、生徒らの

を とし でいくことが大 。なので、 ーム

に かれる段階である程 ってもらう」と 明する。 
研究活動の ー 設定に関して いことは、研

究成 の新規性を 要 とする である。この は、

先述した「 の も えを知らない問題へどうア

ー するかを知って しい」という教師の がいと

も を一にしている。最 的に「 の 明」に

着する 合もあるものの、 ー 設定の段階において

は、「 の も えを知らない問題」にこだわる き

であるというのが、医サイ実践の特質である。「 の

も えを知らない問題」だからこそ、教師と生徒が

本 の意 で同 方向を向くことができるようになる。 
( )  

医サイの教師陣と してま 気付かされることは、

それ れの 教科（ ）への 性の高さで

ある。 実、 女らの大半は自 の で

を 得している。加えて医サイの教師た は、生

徒と共に研究活動を行いながら、研究指導を行いつつ

自らも学び続けている。医サイの教師 は、教える人

というよりむし 共に学 人であり、それ以上に生徒

た にとっての先 研究 といえる。よって、医サイ

における教師は、 からないことは生徒に「 からな

い」と に える。先 研究 としての教師は、生

徒と する関 にあり、時に生徒は教師を学び

えていく。 
では、教師陣の学術的な 性の高さは、医サイの

実践にどのような特徴をもたらすのか。 的に述 れ

、それは、学問の さによって生徒の研究活動を

すること、そして、導くことを可能にする。前 の

に関して、木村氏は、「教師はア ションよりもリ

ア ションが大 」であると る。つまり、先 研究
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である教師が生徒の研究をどのように するのか

を、生徒に なく示す。たとえ 、新規性の め

ない研究 には後 向きな を示す一方、生徒が

い論 を ってきたなら、すかさ 「教えて 」

と する。この中で、生徒は「学術的に のある

研究とは か」を自 と学び、先 研究 である教師

から 定的に された経験を研究活動の にする。 
後 の に関して、 への教師の 性が

高けれ 、教師は生徒の研究活動の展開を 前に想定

できる上に、そのための なサ ー を行うことが

できる。ただしそれは、生徒の研究活動を教師の想定

した段 りに って進めていくことを意 しない。医

サイでは、教師が自 の てる りの情 （知識や

ール、リ ース）を生徒に した上で、生徒自 が

研究活動を進めていく。また、この に関してさらに

重要なのは、教師が への高 な 識を有する

ことで、同 を研究（新規性を追求）する上で る

き や う き ール（論 エンジンや

など）を生徒に示している である。この に関し

て、木村氏は「 学 は教 が ない。教 は、

性がある人にしか ことが しい」と る。 
教師集 としての医サイの教師陣には、 にどのよ

うな特質があるのか。 集 としての医サイの教

師陣の特徴は、各教科の を えた教師の強固なつな

がりにある。 、特に教科の 性が高い高校段階

においては、 いの教科 （もしくは学年 ）に

を貫く 的な教師 化が育まれやすい。それに対

して「一 めに り だのは、それ 教師 化

を っ すことでした」と木村氏が るように、医サ

イの教師た は、 ラスや教科の を えた を教

師の関 性においても、また実際の研究活動や教科学

習においても実現している。なお、教科間 の 体

的実践の様 は、次 で する。 
 

  

(1)  

次に、医サイにおいてどのようなカリキュラムの編

成原理（スコー とシー ンスの定め方）が目指され

ているのか ていこう。 的にいえ 、カリキュラム

編成において医サイが重視することは、次の二 であ

る。一つ目は「 く り下 てから横に広 る」とい

うア ー であり、二つ目は「本 からの   

o 」というア ー である。 
一つ目のア ー について木村氏は次のように

る。「日本の中等教育は広く く らせるような傾向

がある。 手を して 的に ての科目ができる

ようになることが目指される」。「でもこの 合、生徒

は に 手なことに意識を向けることになってしまう。

これでは、 強が いになってしまう。このア ー

は、ある意 行的 だ」。「医サイでは、むし

一つの や ー をま 思いっきり り下 てしま

う。 合によっては、大学 ルまで。そうすると、

だ だ 学び方などがわかってくる。そこから横に広

ていこう、 教科につな ていこうという 想を大

にしている」。このように、医サイのカリキュラム編

成における 一の特徴は、得意を く り下 てから

横に広 ていくというア ー に ることである。

ま 一に、自 の きなものをとこと り下 、

生徒が学 ことの しさや さを実 し、そこから

より くより 広い学習へと ていくのである。 
 二つ目のア ー について、木村氏は以下の

を用いて 明する。「 しい ン ー ーを作 うと

思ったら、ま ン ー ーを て ることが大

だ。日本の教育は、 タスや ー の作り方から っ

てしまう 象がある。 ン ー ーを たことがな

い に、 タスや ー の作り方を教えたって 方が

ない。ま ン ー ーを て て、 しいと思

え 、生徒はい なことを知りたくなってくる。ど

うやったらシ キシ キの しい タスが作れるか。

厚で しい ー が作れるかといった で。

に かの をしている間に中学、高校での 強が

わってしまうのはあまりにもったいない。積 上 の

ア ー ない。ま 、本 を わって ること

が大 」。この りに れている医サイのカリキュラム

編成における 二の特徴は、 めに本 を わうこと

の重要性であり、本 を わうことによって、生徒の

知的関心や意 が され、それをエンジンとして学

びが展開されていくという 想である。この 想は、

学問の論理や構造に って、学習内 (スコー )と学

習 （シー ンス）を定めるア ー とは対照的

である。このように、その の本 に 会うことが大

であるという考え方のもと、医サイでは 実した
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正課活動を多く用意する。「い な大学、研究 、フ

ールドに行って る。とにかく多くの本 を るア

ビ を重視している」という。 
 以上の二つのア ー から、医サイのカリキュラ

ム編成に する方 として、教科学習から研究活動

へと 展する学びというよりも、研究活動から教科学

習へと りていく学びを志向している がうかがえる。 
( )   

このように医サイでは、研究活動を に教科に

りていく学びを志向する。ただし、中等教育の

ルに とし むのは ではなく、かなりの意 性

と教師の が 要になるという。研究から教科に

りる を木村氏はこう る。「 S を研究している生

徒は、 生医 において S を すると ン化する

ことを知る。すると、 ンにならない S をつくりた

いと考え、 ンとはそもそも だ うという 問をも

つ。そこで は のコ ーを す。すると生徒は、

ンの が まらなくなると知り、 の

制 や A の複 について をもつ。ここでよう

やく中学校の内 に 達する」。医サイの教師た は、

研究活動を して生徒が いた関心を、いかに教科学

習の ルの内 に 導するのかを考えている。「これ

はかなり意 的にやらないと しい。これが教師の

の せ で、教師 で してやる。研究を して

段の 業もワ ワ させる」ことが重要だという。 

しかし、この方 によって教科学習で う き内

を て するのは しい。どのように「研究から教

科に りていく学び」を広 られるのか。木村氏は、

「 を するのは 可能で、むし 自 。教科

に って系統的に 業を進めてもいる。これはこれ

で大 なこと。ただ、上述したような経験をすること

で生徒の 業に む 勢が変わる。学びたくなる 勢

を育 たい。そこに探究をしている意 がある。なの

で、なぜ学 要があるのか。その に気づいてもら

うことが大 」と る。つまり、医サイでは「研究か

ら教科に りていく学び」をつな る をしつつも、

をつな なくてはいけないとは考えない。一 で

あれ「つながってくる」いう生徒の気づきが、日々の

業に む生徒の意識と学びを変えるのである。 

以上に加えて医サイでは、それ れの教科内 の関

性を重視する。実際、医サイでは、複数教科の

教師が共同して一つの 業を行ったり、ある学習内

を複数の教科の視 から り上 たりする。たとえ 、

時代における大 立を社会科が うタイ ング

で、 造時に 中 で多くの が た史実が

理科の 業で り上 られたり、定期 ス で、理科

と社会で同一の が用いられたりする。これら実践

は、理科と社会の教員が共同で したものである。

木村氏は「教科横断のコラ ができる を作るのが

大 。 いの について学び合い くなる教師

の けづくり」と る。このことは、 いが いの

業を 学する医サイの教師 化をも育 でいる。 
( ) に  

「本 からの   o 」や研究活動から教科学

習への学びを重視している医サイの考え方は、研究活

動に対する指導方 においても一貫している。たとえ

、問いの立て方、論 の探し方や 方、

の進め方など、一 の学校では、探究活動に り む

前に、一 りの探究の を教えることがある。しかし

ながら、医サイの指導方 はこれとは く なる。 
木村氏は、「研究 ー や明らかにしたいことが

明 な段階で、手 な て学びたくない。 たい論

もないのに、論 の構成を学びたくない。生徒の

・関心や意 が先にある きだと思う。論 が

たくなったときに、論 の構造や論 の調 方を学

いい」と述 る。探究の を 前に教えることを

する医サイの 勢は一貫している。「研究に先立って

（1 年生で）お作 を教える きか かは、 年、教

師で 論になる。なぜなら がいいから。でも、

潰している。それだったら、研究 ームの中で先

から教わる方がいい」。「ただ、論 を 1人 1 本 の人

に 明できる段階まで、しっかり むという活動

だけは、 ス にしている」という。 
以上の木村氏の りからは、医サイが最 に探究の

を学 せるというア ー を明確に 定し、研究

ームの中で、「それが 要になったとき」「知りたい

とき」に学 という立 を堅 していることが浮き彫

りになる。これは研究コ ュニ での徒弟的な学び

（ 化的実践への 加）の重視ともいえる。また、学

問や教科の構造や論理に従う（ から へと 的に

積 上 ていく）のではなく、生徒の関心や意 に従

おうとするカリキュラム編成の志向性が現れている。 
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図１ デューイ・スクールのカリキュラム 13 

 に  

本 では、カリキュラム論の史的展開や学 を手が

かりに、そこに医サイ実践をどう位置づけられるかを

する。この によって、医サイの探究カリキュ

ラムが有する意義や課題が浮き彫りなものとなる。 
  

(1)  

医サイのカリキュラムの特質を論 る上で注目す

きは、カリキュラムの内 や編成原理をめ る二つ

の立 、経験主義と系統主義の二項対立である。 
経験主義とは、 どもの生活経験や ・関心をカ

リキュラム編成の として、 的・活動的な体

験による経験の 構成を し、問題解決能 の育成を

目指す立 を指す。それは主として進 主義9や ども

中心主義の 学を志向し、カリキュラムの類 として

は、教科の を設けない経験中心カリキュラムや、中

核課程と 課程から構成されるコア・カリキュラム

方 、また問題解決学習などの教 と 性がある。 
方、系統主義とは、科学や学問の論理をカリキュ

ラム編成の として、 された のある 念

や体系的な知識の習得を目指す立 を指す。こ らは

主に本質主義や学問中心主義の 学を志向し、実際の

教育活動においては、学問の構造を重視した カ

リキュラムや から へと進む系統学習が 用される。 
経験主義と系統主義の二項対立は、それが する

教育 学やカリキュラムの編成原理、 体的な教育方

の いにおいて 在化する。本 で論 ることは、

以上の のう 、どの から医サイのカリキュラ

ムを 解くのかによって、 立 の主義主 が

されている 合いが なるということである。 
( )  

 ま 、経験主義との類似を ていく。 論からいえ

、医サイのカリキュラムの編成原理（スコー とシ

ー ンスの定め方）は、

経験主義のカリキュラム編成の

考え方と相似形をなす。経験主義の起源は、19
から 20 にかけての新教育運動10に求めること

ができる。その中でもある の 典となったのが、新

教育を貫く デューイ（  o ）の思想である。 

デューイは、 どもは からではなく「なすこと

によって学  （   o ）」 要があり、それ

によって教師は、 省的思考を した経験の 構成を

どもに す きであると主 した。 は、カリキ

ュラム編成の中心に 理、 や 作といった「

（o o ）」を位置づけ、その に 教科を 置

した（ 1）。つまり、 どもの を きつけ、 ら

が現在生き、そして 来生きていく社会と した学

習活動をコアとしたカリキュラムを構想した11。この

構想を 体化したのが、 が 189 年に設立したシカ

大学 学校でのカリキュラム開 の実践である。

同校では、各教科の教師陣が することで、教科横

断的な手 （ ）の実施や教科間の関 づけを

行った。また、同学校では学年ではなく、能 や知識

を考 したグルー けにより、 どもの学習集

が形成されていた12。以上を まえて、医サイの探究

カリキュラムと経験主義のカリキュラムの類似 を整

理しよう。 の類似 は、次のように指摘できる。 
(1)社会の急速な変化や教師・教科 中心の教育への

意識をカリキュラム開 の とする 。(2) 化

産としての体系的な学問知識の習得ではなく、 行

して問題解決する や、人生を生き く上で 要

な 可能な能 の育成と を目指す 。(3)「研究

活動」をカリキュラムのコアとして、そこから各教科

への学びが展開されていくカリキュラム編成が目指さ

れている 。( ) カリキュラム編成において、生徒の

意 や学びへの 求を重視する 。 って、 来の生

活や次の学習等などに対する 的な学びを しとし

ない 。( ) カリキュラム編成において、本 から

るという志向性、本 の体験を重視する 。( ) 各教

科に 定された学びよりも、教科間の関 づけや教科

横断的な視 を重視する 。(7) 学年 合での共同

的な活動をカリキュラム編成において活かそうとする

。(8) 々人の生徒の学習活動に するより

も、生徒が自ら学 ことができる を整 すること

に、教師による きかけの が向けられている 。13 
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 ( )  

方で、経験主義のカリキュラムと医サイの探究カ

リキュラムの決定的な相 は、カリキュラムのコア

に どもの日 や生活経験が えられるのではなく、

学術（研究活動）が位置づけられることである。この

に、医サイにおける学問中心主義のエー スの 成

を できる。そこでは、学問体系の系統的な教 と

学習は目指されていないが、各教科での学習や学問

が有する 性が重視されていると指摘できる14。

以上を総括すれ 、医サイのカリキュラムの編成原理

には、内 と において学問構造よりも生徒の意

を 先し、コア・カリキュラム方 を 用するという

経験主義の特質が 間 える一方で、そのコアに位置

づくものが生活経験ではなく研究活動（学術）である

、すなわ 学問中心主義を志向する に、従来の経

験主義のカリキュラムとの いを せるのである。 
また、カリキュラム編成の次 ではなく、研究活動

の展開やそこでの教師の指導方 の次 においては、

特に、学問中心主義の志向性が現れている。たとえ 、

本 の経験（ドリルではなく ームを）や教師と生徒

のナナ の関 を重視する はまさに、「 正の学び」

の学問中心主義的解 である、「学問する」ことを重視

する 業論とも近しいものであるといえよう15。 
ただし、 り返すが、系統主義や学問中心主義の考

え方と 本的に なるのは、医サイが学問の系統的な

知識体系の 得それ自体を目的としていない である。

つまり、医サイ実践は本質主義の立 を らない。 
 

  

(1) じ  

医サイのカリキュラムの編成原理は経験主義の志

向性を びるため、それは経験主義に すカリキュ

ラム一 に される を含む。たとえ 、本 の

体験から るという志向性や生徒の意 をカリキュラ

ム編成の とすることで、学問の構造と に従

う学習と し、それが生徒にとってより有意義で能

動的な学びとなる。また、研究活動に り むことで、

行 して問題解決していく や、人生を生き く

上で 要な 用的能 の育成に 的に作用する。 

対照的に、経験主義と対 される系統主義（特に本

質主義）が重視する志向性は自 と後 に く。たと

え 、知識や 能をあくまで ールとして捉える傾向

がある（実用性の重視）。また、ある教科の指導は、そ

の教科の内 や考え方それ自体を学 ためというより

も、研究活動における という位置づけになる。

実用主義的な考え方を前 化させることは、同時に

化 産としての共 知識としての教 の 得、 統や

学問の継 という視 を後 化させる可能性を む。 

ただ、以上の意義と課題はコインの である。よ

って、「たらいの と一 に を流す」ことを た

めに、上述した特徴に自 的であることが重要である。 
( ) に  

では、カリキュラムのコアに研究活動を位置づける

ことから生 うる意義と課題とはどのようなものか。  
 特に中等教育段階においては、 どもの生活経験の

を学びの原 とするよりも、科学に対する や関

心をカリキュラムのコアに位置づけるという主 にも

一定の 得 がある。したがって、経験主義における

カリキュラム編成の構造を生かしながら、科学に対す

る意 や ・関心を学びのエンジンとするコア・カ

リキュラムの可能性を追求し、それを実践する に医

サイの探究カリキュラムの意義がある。また、経験主

義的なコア・カリキュラムの編成原理を志向しながら、

学問的 としての研究活動と教師の指導、学問

の つ 性を重視するという な を実践する

にも意義が められよう。ただし、この は の

ともいえる。たとえ 、 どもの生活経験とは

的に びつきにくい主題を う 合、そこでの学びが

生徒にとってどれ ど自 とになっているのか、生

徒の生き方に くような 実性をもった「重い学び」16

となっているのか 意する 要がある。中等教育段階

における一 教育と 教育のジ ン を考 すれ 、

ある に特化した ンジ・ イカーを育成す

るという志向性は、 主主義社会の い手となる一

の形成といった志向性を後 化させる を含

む。また 教育の でも、 とする現代社会で

は、学問の を するだけでなく、一 を

して視 を 、 意識を きつつ問題の 体

に るア ー も時に求められる。よって、上述し

た から生徒の研究活動やその 勢を問い す視

を教師の が に することが重要であ う。 
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に 

本稿の目的は、医サイの探究カリキュラムの構想と

展開、その特質を浮き彫りにし、カリキュラム論史の

視 からその意義や課題を明確化することであった。 
医サイの探究カリキュラムの特 は、(1) 先 研究

としての教師の指導（ 整 ）を経て、新規性を

もとめる本 的な研究活動に 学年 合で り むこ

と、(2) 研究活動をコアとして、そこから各教科に学

びが展開するカリキュラム編成原理を 用しているこ

と、(3)学びの として本 や体験を重視し、生徒

の意 をエンジンとして、 可能な 用的能 を育

むことを目指すことと総括できる。そして、探究カリ

キュラムの編成原理には、コア・カリキュラム方 の

用に代 される経験主義の特質が 間 える一方で、

そのコアに生活経験ではなく研究活動（学術）が位置

づく に、従来の経験主義のカリキュラムとの いが

あることを示した。この に関して、医サイ実践では

学問中心主義のエー スが 成されており、教科学習

や学問 が有する 性が重視されている を指摘

した。以上の からは、医サイ実践が探究ではなく

研究活動と称される き意 が浮上する。本来、研究

が行う研究活動は、系統的でも経験的でもない。そ

れは、系統的な知識・ 能の習得に えられながらも、

「研究という実践」を して進 でいく。医サイにお

ける学びは、まさに「研究という実践」に導かれる。 

医サイ実践の意義と課題としては、学問 の

性や経験主義のカリキュラム編成論の長 を開 させ

る一方、本質主義が重視する 化 産としての学問体

系が 視される を指摘した。また、コアに研究活

動を位置づけ、科学に対する意 を学びのエンジンと

するカリキュラム編成の可能性を追求した に意義が

ある一方、生徒の生き方に くような 実性をもった

「重い学び」が実現されうるのか 意す きと述 た。 

本稿で り上 た医サイの探究カリキュラムは「

来の教 」構想の源 となった教育実践の一つである。

医サイ実践の知 をどのように 象化するか（医サイ

実践を成立させた本質とは か）については、さらな

る調査を して していく 要がある。また、今後

は、本稿で論 た探究カリキュラムとは性質の なる

教育実践に着目し、探究学習の先 的 実践をカリキ

ュラム論の から理論化することも求められる。 
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スクール』あいり出版、 年（原著 年）。 
13 森久佳「デューイ・スクールにおけるカリキュラム開発の形態

に関する一考察」『教育方法学研究』第 巻、 年、pp - 。 
14 ただし、医サイの志向する教育哲学は本質主義よりも進歩主義

的であり、さらには改造主義の側面が強調されているといえよう。 
15 石井英真『授業づくりの深め方』ミネルヴァ書房、 年。 
16 石井英真「『見方・考え方』をどうとらえるか」「読み」の授業

研究会編『国語授業の改革 』学文社、 年、pp - 。 
 

 

池田富一理事長、南風原朝和校長、金子暁副校長、木村健太統

括長から多大な協力を頂いた。ここに記して感謝申し上げたい。 
 

（日本学術 会特 研究員・ 後期課程） 

（ 課程） 

（日本学術 会特 研究員・ 後期課程） 

（ 課程） 
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